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主 な テ ー マ 現 状 と 課 題 ア ド バ イ ス（ 要 点 ）

　 広報のデジタル化の推進
　①広報誌の配布見直し
　②デジタル化への誘導について

　●前向きなストーリーでの発信
　●段階的なコスト削減策の組み合わせ
　●情報の棲み分け

　 窓口業務の時短と市民サー 
 ビス向上

　①窓口時間の短縮について
　②マイナンバーカード更新の大量処理に
　　ついて

　●具体的でわかりやすい周知と段階的移行
　●アウトソーシングの積極活用
　●デジタル化による利便性向上

  　地域通貨・NFT・DAO等の
 活用について

　①ワーキンググループの進め方
　②システムコストの判断と人材確保

　●目的とビジョンの共有を最優先に
　●外部専門人材の活用と情報交換
　●明確な要件定義による人材確保

　 公共施設マネジメントと
 職員の意識改革について

　①公共施設統廃合の推進
　②住民への説明アプローチ

　●客観的データによる優先順位付け
　●情報共有による「情報の非対称性」解消
　●全庁的な危機感の醸成
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【概要】

　開催日：令和７年６月４日

　テーマ：働き方の再デザインと真のBPR

　　　　 　〜職員を潰す行財政改革から，職員を活かす行政経営へ〜

　目　的：行政の抱える２大問題

　　　　　〜「職員の離職」と「厳しい財政」〜を念頭に

　　　　　改めて行財政改革と行政経営に関する認識共有と機運醸成を　　　

　　　　　図り，皆さんが一歩踏みだす契機とすること。
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【従来の「行革」の限界と課題】
　これまでの行革（定数削減や単なる業務効率化）は，結果的に1人当たりの業務量を増加させている。
　業務過多が職員の疲弊を生み，離職に繋がる「職員を潰す行革」に陥っている可能性がある。

【働き方の再デザイン】
　職員の定着と生産性向上のため，「有給休暇の完全消化」などの働き方をKPI（指標）とした，総合
的なアプローチが必要。
　有給を消化できる環境を作るためには，小手先の改善ではなく根本的な業務削減が不可欠である。

【 目指すべき姿（行政経営へ）】
　大崎市の厳しい財政状況や過剰な施設等の適正化を進める上でも，職員の働き方を見直す視点が重要。
優秀な職員が定着し，活き活きと挑戦できる環境を作ることが，自治体の生産性を高める「持続可能な
行政経営」へと繋がる。
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1 「職員ファースト」の視点に対する強い共感

　職員の負担軽減や働きやすさの向上が，結果的に業務改善や経費削減に繋がるという考え方への共感

が最も多かった。

　●働きやすさを進めることが，結果的に業務改善，経費節減になるという点に共感した。

　●「職員の負担」を示唆したお話はこれまでの研修会で聞いたことがなく，職員の立場として非常に

　　ありがたく感じた。

　●職員ファーストの観点に非常に共感できた。職場づくりは人づくりであり，職員を大切にする心が

　　大切だと感じた。

　●見直し業務のつらさが『やりがい』に繋がる手法が興味深かった。
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2　抜本的な業務改革（真のBPR）の必要性への理解

　小手先の業務改善ではなく，事業や業務そのものを「無くす」という抜本的な改革の必要性について，

深く納得する声が多く見られた。

　●小さな業務改善だけではなく，大きな意味での業務改革が必要ということが理解できた。

　●これからの行革には，例規の見直しによる廃止，統合に着手していく必要性を理解した。

　●各種の計画策定をやめる，統合するというのも有効だと思った。

　●人もカネも無いのであれば，それに見合うよう事業の大元を削減する他ないという説明に納得した。
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3　意識の変化と具体的な行動への意欲

　講演を通じて、行革に対するネガティブなイメージが払拭され、前向きに取り組もうとする姿勢や、

既に行動に移しているという意見も見られた。

　●財政の議論の先に「働き方が変わる」という意識があれば、もっと職員のコミットを引き出せるの

　　では，との話に共感した。

　●相手を尊重し褒める「プレイズファースト」は早速取り入れた。

　●改革に向けて、ポジティブな面を垣間見た。

　●固定概念を取り払って考えることなど、新たな気づきを与えていただいた。
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